
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度(令和２年度) 

地域における地球温暖化防止活動促進事業（環境省） 

地球温暖化防止活動を行う民間団体等

の活動実態調査報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年２月 

一般社団法人 環境創造研究センター 
 

 

 

 

 

 

 



0 

 

 

目   次 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の実施概要 ···························································································· 1 

【ヒアリング対象団体①】劇団シンデレラ ·························································· 2 

【ヒアリング対象団体②】特定非営利活動法人まほろば ······································· 12 

 

  



1 

 

調査の実施概要 
 

(1) 調査の目的 

 本調査は、環境省の「地域における地球温暖化防止活動促進事業」の一環として、愛知県において、地球温

暖化対策関連の活動に取り組む民間団体等（企業除く）の活動内容、活動状況について把握することを目

的に実施した。 

 調査結果については、今回の調査団体の活動が広く認知されるようウェブサイト等での公開・紹介を行い、関係

機関等への情報提供も実施する。 

 

(2) 調査実施概要 
調査実施

主体 

愛知県地球温暖化防止活動推進センター 

（一般社団法人環境創造研究所） 

調査対象 

県内で活動する民間団体 ２団体 
① 劇団シンデレラ 

② 特定非営利活動法人まほろば 

調査方法 

調査方法 

・各団体のリーダー等の活動の中心人物に対して１時間程度のヒア

リングによる調査を行った。 

・調査後、調査結果のとりまとめ内容を各ヒアリング対象者に確認

いただいた。 

調査時期 
・ヒアリング①：令和２年 10月 2日（金） 

・ヒアリング②：令和２年 10月 20日（火） 

 

(3) 調査項目 
●団体の活動内容、活動状況 

●構成員等の人数、構成 

●活動の詳細（内容、活動頻度など） 

●活動による効果・影響 

●活動上の課題 

●行政・企業・ほかのＮＰＯ等民間団体との連携状況・連携の可能性 

●行政・企業等との連携・協力において課題となっていること 

●行政・企業、愛知県センター等に期待したいこと など 
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【ヒアリング対象団体①】劇団シンデレラ    

団体の概要・

設立目的等 

劇団シンデレラは、座長である伊藤朋子氏が短期大学在学中であった 1984年に学

内サークルとして立ち上げた劇団を母体とし、1997 年ごろからは、それまでのテー

マであった「夢と希望と冒険」に新たに「自然と共に生きる」を加え、親子で楽し

めるミュージカルを全国各地で行っている。 

ミュージカルを通して、自然の大切さ、地球や生きものの気持ちを考え、将来世

界で活躍できる人材づくりを目指している。 

設 立 1984年（昭和 59年） 

構成員 小学生から大人（5歳～65歳）まで 30名 

主な活動内容 

・「夢と希望と冒険と自然と共に生きる」をテーマとしたファミリーミュージカル

の公演。 

・これまでの主なミュージカルのテーマ：生物多様性、地球温暖化防止、SDGs（特

に 14、15）、ESD、海洋プラスチック問題など。 

主な活動場

所、連絡先 

主な練習場所：一宮市木曽川庁舎（一宮市木曽川町内割田一の通り 27） 

連絡先：090-8499-0029、flawless_tomoko@ybb.ne.jp（代表フローレスともこ氏） 

http://www.dozira.net（劇団ホームページ） 

 

（環境ミュージカルを始めた経緯と目的） 

⚫ 劇団の代表を務める伊藤朋子氏が 1984 年の一宮女子短期大学（現･修文大学、一宮市）在学中に

学内サークルとして活動を開始し、今年で 36 年目となる。そのときの団員は 15 名。卒業後、活

動の場を一宮市青年の家に移し、「夢と希望と冒険」をテーマとして親子で鑑賞してもらえるオリ

ジナルミュージカルを愛知県の尾張地域の劇場を中心に上演している。 

⚫ 一方で、1997 年ごろより、北海道の知床で自然保護活動をしている方々と交流するなかで、自然

を守る人たちを応援したいと考えるようになり、それまでのテーマであった「夢と希望と冒険」

に「自然を守る」というテーマを加え、現在に至っている。 

⚫ 知床のような豊かな自然地域や森から離れた場所にいても、ミュージカルを上演し多くの人に見

てもらうことで、自然に対するみんなの意識を変え、自然を守ることのお手伝いができるのでは

ないかと考え活動している。 

⚫ 「泣いている生き物がいなくなった時」が劇団シンデレラの解散の時と考えて活動を続けている。 
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（劇団シンデレラの活動内容と構成員） 

⚫ 「将来の地球を緑にするために」という目標をかかげ、子どもから大人まで、多様な世代で構成

される劇団員が交流しながら活動を行っている。 

⚫ 毎年、劇場での本公演を 1～2 回開催するとともに、地方公演を 20 か所以上で行っており（2020

年度は新型コロナウイルス感染症の拡大予防のため、公演回数が減っている）、それに向けて、毎

週金曜日と土曜日の夕方を中心に練習を行っている。 

⚫ 現在、公演内容の90％が環境関連、残りの10％が行政等から依頼のあったその他のテーマ（交通

安全、地震対策、消防関連など）となっている。 

⚫ 現在、小学生から大人（５～65 歳）まで、幅広い年齢層の 30 名（子ども 19 名、大人 11 名）で

活動している。 

⚫ 小学生で入団後、中学 3 年生の受験期にいったん休んで高校生になって再び参加する子、結婚・

出産後、子どもを連れて再び参加する人など、長く継続して参加している人が多い。 

⚫ これまで、「生物多様性」、「地球温暖化防止」、「SDGs（14 海の豊かさを守ろう、15 陸の豊かさ

も守ろうなど）」、「EDS」、「海洋プラスチック問題」などをテーマにしたミュージカルを上演して

いる。 

⚫ 脚本はすべてオリジナル。脚本の制作にあたっては、実際に現地に行って自然やその土地の魅力

を体験、体感したり、生きものとふれあったり、地元の方やレンジャーの方たちに取材し、意見

交換をするとともに、参加した子どもたちに感想の聞き取りを行っている。そして、それらをも

とにリアリティの感じられる内容と夢を描く部分の両方を盛り込んでストーリーを構成するよう

にしている。 

⚫ ミュージカルはすべて手作りで行っており、取材に基づくオリジナルの脚本で、全員がキャスト

となり、演出、監督をつとめ、衣装や大道具、小道具づくり、音響、照明などすべての役割を劇

団員でこなしている。 

⚫ 地方公演では、劇団員だけでなく、訪問先のレンジャーを通して地元の子どもたちを集めてもら

い、一緒に舞台を作り上げる取り組みも行っている。 

⚫ これまで、国内ではラムサール条約登録湿地をはじめ、全国各地の自然学習施設、小学校、商業

施設、環境をテーマとしたイベントなど様々な場所で行っている。 

⚫ 特に、ラムサール条約登録湿地では、ひとつの登録湿地での公演をきっかけにして、他の登録地

域から公演の依頼を受けるようになり、これまでに国内の条約湿地５２か所のうち、半分くらい

で公演を行っており、全国の地域との人的ネットワークを形成できている。 

⚫ 海外でも、ラムサール条約や生物多様性条約に関わる会議・イベントでの公演の実績があり、こ

れまでにタイ、インド、マレーシア、中国、韓国、ニュージーランドを訪れている。 
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（ミュージカルから広がった環境保全活動への取り組み） 

⚫ 2010 年、名古屋市で開催された国際会議「生物多様性条約締約国会議 COP10」において、

「COP10 ガールズ」というプロジェクトチームを結成し、会議の PR を行った。また、COP10 開

催期間中、「生物多様性フェア」において公演を行い、来場者に生物多様性の重要性を伝える活動

を行った。翌年、インドで開催された COP11 では、愛知から COP10 からバトンを渡しに行き、

ミュージカルを上演した。 

⚫ 2011 年からは、ラムサールセンターが中心となって行う「ESD のための KODOMO ラムサール」

活動に協力し、全国のラムサール条約登録湿地で活動する学生ネットワーク「ユースラムサール

ジャパン」のメンバーとして、KODOMO ラムサールや環境デーなどのイベントにも参加している。 

⚫ 2014年、名古屋で開催された「ESDユネスコ世界会議」にも参加し、ESD（持続可能な開発のた

めの教育）をテーマにしたミュージカルを上演し、ラムサール条約湿地で活動する人たちの声を

届ける活動を行った。 

⚫ 2015 年からは、「ESD ユネスコ世界会議」において採択された「ESD・GAP」を PR する公演活

動を行うとともに、ボルネオ島の熱帯雨林とそこに暮らす動物たちの危機を伝えるミュージカル

「ゾウの森とポテトチップス」（原作「ゾウの森とポテトチップス」）を制作、上演し、熱帯雨林

保護を広く訴える活動を行っている。 

⚫ 毎年 9 月に開催されている「環境デーなごや」(2020 年はイベントが中止となった)においては、

地方公演で交友の生まれた全国の子どもたちを呼んで、それぞれ地元の自然を紹介してもらう活

動を行っている。 
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⚫ 主な公演（2011～2016） 

■東京都代々木公園「エコライフ・フェア 2011」「ESD のための KODOMO ラムサール／キッ

クオフイベント」 

■中国江蘇省無錫市「ESD のための KODOMO ラムサール＜無錫＞」 

■名古屋市国際会議場「キッコロ劇場」 

■インド・ハイデラバード「ESD のための KODOMO ラムサール国際湿地交流 in ハイデラバード」 

■沖縄県漫湖水鳥湿地センター「EDS 泡瀬干潟ミュージカル」沖縄県泡瀬干潟「うみえら館」 

■タイ・ナコンサワン「ESD のための KODOMO ラムサール＜ナコンサワン＞」 

■滋賀県湖北野鳥センター／琵琶湖水鳥・湿地センター 

■東京都代々木公園「エコライフ・フェア」 

■谷津干潟自然観察センター「谷津干潟の日」 

■愛・地球博記念公園「モリコロパーク」生物多様性親子セミナー 

■北海道美唄市／月形温泉ホテル／ESD 宮島沼＆ウトナイ湖 KODOMO 湿地交流会 

■北海道苫小牧市／ESD 宮島沼＆ウトナイ湖 KODOMO 湿地交流会 

■岡山市／岡山コンベンションセンター 

■沖縄県豊見城市／漫湖水鳥湿地センター「国場川水あしび 2013」 

沖縄県沖縄市／泡瀬干潟「うみえら館」 

■沖縄県国頭郡東村／東村立山と水の生活博物館 

■タイ・バンコク／マヒドン大学「ESD のための KODOMO ラムサール<バンコク＞」 

■東京新宿御苑「みどりフェスタ」 

■愛知県長久手町「モリコロパーク」「あいち・なごや ESD フェスタ 2014」 

■愛知県豊田市「豊田市自然観察の森」 

■宮城県大崎市蕪栗沼「沼部公民館」「ESD 大崎市 KODOMO 湿地交流会」 

■東京大学弥生講堂「世界一田めになる学校」 

■滋賀県草津市「草津あおばな館」「ESD・KODOMO ラムサール＜琵琶湖＞」 

■名古屋市中区栄久屋大通公園エンゼル広場」「環境デーなごや 2014」  

■北海道稚内市「道立宗谷ふれあい公園」「稚内大沼白鳥まつり」「ESD サロベツ湿原・稚内大沼：クッ

チャロ湖／KODOMO 湿地交流会」  

■名古屋市中区栄「久屋大通公園久屋広場（ESD ユネスコ世界会議併催イベント） 

■名古屋市熱田区白鳥「名古屋国際会議場」「あいち・なごや ESD 交流フェスタ」（ESD ユネスコ世界会

議併催イベント） 

■北海道浜頓別町クッチャロ湖「KODOMO ラムサール湿地交流会」 

■広島県福山市立動物園 

■九重青少年自然の家「KODOMO ラムサール＜くじゅう・坊ガツル湿原＞」 

■鳥取県「よなご環境フェスタ 2016」 

■北海道大沼国際セミナーハウス／北海道ラムサールネットワーク総会 

■石川県加賀市片野鴨池 

■名古屋市東山動物園 

■京都市動物園 

■愛知県豊橋市豊橋総合動植物公園のんほいパーク 

■愛知県一宮市勤労福祉会館「一宮市民活動支援制度公演」 

■鳥取県よなご環境フェスタ 2016 

■損保ジャパン日本興亜ひまわりホール／子どもアートフェスティバル 
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⚫ 主な公演（2019～2020 ） 

日付 内容 会場 

2019.1.13 天使が町にやってきた 名古屋ヒルズウオーク 

2019.2.3 天使が町にやってきた 稲沢リーフウオーク 

2019.2.9 天使が町にやってきた～志津川町湾～ 岩手県南三陸町 平和の森 

2019.2.16 天使が町にやってきた 名古屋市ららぽーと港アスクル 

2019.2.17 天使が町にやってきた イオンモール木曽川 

2019.2.24 天使が町にやってきた 一宮市木曽川庁舎 

2019.3.24 ゾウの森とポテトチップス 豊橋市総合動植物公園のんほいパーク 

2019.4.20 天使が町にやってきた 沖縄県久米島志川農村環境改善センター 

2019.5.5 天使が町にやってきた 藤前活動センター 

2019.5.6 天使が町にやってきた 富山県アピタ富山東店 

2019.5.19 ホタルリゾート・本日オープン 豊田市自然観察の森 

2019.5.24 天使が町にやってきた 江南市江森会館 

2019.6.2 天使が町にやってきた 茨城県千波公演ふれあい広場ほか 

2019.6.22 天使が町にやってきた 西尾市文化会館 

2019.6.30 ゾウ列車がやってくる 一宮市尾西市民会館 

2019.7.7 天使が町にやってきた 岐阜県アクアウオーク大垣 

2019.7.22 天使がウボ沼にやってきた 新潟県トキ保護センター 

2019.7.28 SDGs ミュージカル繋ぐ～明日へ 一宮市 i ビル 

2019.8.10 天使が町にやってきた 一宮市地域文化広場 

2019.8.18 天使が町にやってきた 名古屋市南文化小劇場 

2019.8.24 ゾウの森とポテトチップス 豊橋市総合動植物公園のんほいパーク 

2019.9.21 安心安全ミュージカル 岐阜県白川町グローリアホール 

2019.9.23 ホタルリゾート・本日オープン 名古屋市損保ジャパン日本興亜ひまわりホール 

2019.10.6 天使が町にやってきた 一宮市エコハウス 138 

2019.10.20 天使が町にやってきた SDGs～葛西海浜公

園ラムサール条約登録１周年記念 生きも

のファーストミュージカル～ 

東京都議会議事堂 都民ホール 

2019.11.10 伊勢湾台風物語～伊勢湾台風を忘れない～ 名古屋市南文化小劇場 

2019.11.11 天使が町にやってきた ザ・リッツカールトン東京 

2019.11.17 天使が町にやってきた 東京港野鳥公園 

2019.12.5～7 ストップ地球温暖化ミュージカル 東京ビッグサイト 

2019.12.14 天使が町にやってきた 福井県敦賀市きらめきみなと館 

2019.12.20 天使が町にやってきた 国営木曽三川公園 138 タワーパーク 

2019.12.22 天使が町にやってきた 佐賀県鹿島市生涯学習センター 

2020.1.12 天使が町にやってきた～SDGs～ 名古屋市ヒルズウオーク 

2020.1.26 天使が町にやってきた テラスウオーク一宮 

2020.2.19 天使が町にやってきた 東京大学 伊藤謝恩ホール 

2020.2.22 天使が町にやってきた＊コロナ対策のため延期 イオンモール木曽川 

2020.2.23 天使が町にやってきた＊コロナ対策のため延期 一宮市木曽川庁舎 

2020.3.15 天使が町にやってきた＊コロナ対策のため延期 島根県宍道湖グリーンパーク ゴビウス 
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（活動による成果） 

⚫ 劇団員は、作品作りに際して現地に赴き自然観察や取材、現地の人たちとの交流を行うことによ

って、自然環境や生物多様性に対する理解を深めるとともに、将来世代や未来の地球に対する配

慮ができるようになっている。 

⚫ また、劇団員の家族やミュージカルを見に来てくれたお客さんたちの環境に対する意識が変化し

ている。 

⚫ 小学生から大人まで幅広い年齢層の劇団員がひとつの目標に向かって協力したり、交流したりす

るなかで、SDGs で求められているような社会性が子どもたちのなかに育っているように感じる。 

⚫ 地方公演を通して、全国のレンジャーや子どもたちとのネットワークが生まれている。 

⚫ 地方公演でミュージカルを上演すると、その後、地元の子どもたちがその台本を使って学校など

でミュージカルを行ってくれるという事例も出てきている。 

⚫ 「脱炭素チャレンジカップ 2020」において、全国から応募のあった 183 団体の中で、劇団シン

デレラと逆川エコクラブによる「SDGs と ESD こども脱炭素チャレンジミュージカル」が社会活

動分野の文部科学大臣賞およびマクドナルドオーディエンス賞を W 受賞した。 

⚫ SDGs の取り組みを地域から広げる「環境省ローカル SDGs」の実践団体として、愛知県で初めて

劇団シンデレラが登録された。 

⚫ そのほか、コミュニティラジオ局・FM いちのみやｉ-wave にて、毎週火曜日 19 時 00 分～20 時

までの 1 時間、劇団員がトーク番組「ただいま！エンジョイカ」「クールチョイスでエンジョイカ」

に出演し、地球温暖化防止や COOL CHOICE、SDGs などに関わる情報提供を行っている。 

 

（今後に向けた課題と夢） 

⚫ 将来の夢は、ニューヨークの国連本部でミュージカルを上演すること。かつて、タイで行われた

「ESD のための KODOMO ラムサール」の関連で国連でミュージカルを行う計画があったが、ク

ーデターのため中止になった経緯がある。2030 年までは SDGs をテーマに頑張っていきたい。 

⚫ 劇団員は、現在の 3 割増しくらいに増やしたい。そうすることによって、2 つのチームをつくり、

テーマ別にミュージカルを行うなど、効率よく活動できるようにしたい。 

⚫ ミュージカルを見て、劇団を応援したいという人が増え、大道具や衣装づくりのお手伝いをして

もらっているが、遠征の際の費用は持ち出しが多く資金面の支援がほしい。 

⚫ 愛知県の「あいち森と緑づくり事業」などの助成金を受けたり、公演の依頼先から交通費等を支

給してもらえることもあるが、ほとんどが自費であったり、持ち出しが生じたりしており、金銭

的にかなり厳しい環境にあることから、継続的な公的な助成の仕組みがあるとありがたい。 

⚫ ミュージカルは、人前で話す、踊る、衣装・大道具・小道具を作る、歌を歌う、みんなで協力し

ながら一つの目標に向けて頑張るなど、国語、体育、音楽、図工・美術など、様々な教科に関わ

る要素が盛り込まれている総合芸術であり、小学校の授業にぜひ取り入れていただきたい。 
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読売新聞 2020.4.15 
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読売新聞 2020.9.20 
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【ヒアリング対象団体②】特定非営利活動法人まほろば 

団体の概要・

設立目的等 

特定非営利活動法人まほろばは、西尾市歴史公園の指定管理者を目指し設立さ

れ、その後、理事長（伊藤則男氏）が以前から関心を持っていた環境問題を活動目

的に取り入れ、様々な活動を行ってきている。 

「まほろば」は、地域住民をはじめ広汎な市民各層に対して、豊かで健全な市民

生活の発展をもたらす様々な事業を行い、人々の善意とボランティア精神をもっ

て、行政、企業、市民が協働しそれぞれの責任を果たす市民社会の実現と市民公益

に寄与することを目的としている。 

設 立 2006（平成 18）年 2月 

構成員 
理事長である伊藤則夫氏と濱田武人氏（理事）を中心に、事業内容に応じて、その

都度、各分野のスペシャリストが集まって活動を行っている。 

主な事業内容 

主な事業として、まちづくりに関する調査研究や研修、文化科学の振興、生涯教育

の促進、環境及び地域安全対策、地域人材交流のネットワークづくり、経済の活性

化、地域情報の提供などを行っている。 

（主な事業） 

① まちづくりに関する啓発・研修・研究・調査事業 

② 指定管理者制度受託事業 

③ 地域・人材交流促進事業 

④ 地域緑化・自然環境向上事業 

⑤ 歴史・郷土文化再発見事業 

⑥ 生涯教育促進事業 

⑦ まちづくりに関する情報提供・PR事業 

⑧ 観光資源開発事業 

⑨ まちづくりに関する人材ネットワーク事業 

⑩ まちづくり関するサポーターシステム構築事業 

主な活動場

所、連絡先 

●〒445-0876 西尾市住崎町経塚 30 

 TEL：090-8955-3365 FAX：0563-55-7478  

e-mail：npo-mahoroba@katch.ne.jp 

 

（設立の経緯） 

⚫ 特定非営利活動法人まほろば（以下、「まほろば」と表記）は、法人の理事長である伊藤則男氏が

以前から関わりをもっていた西尾市歴史公園の管理が 2006（平成１８）年より指定管理方式に移

行することを受け、その応募を目指し設立された。 

⚫ また、伊藤理事長が以前から環境問題に関心があり、愛知県環境部や名古屋市公害対策局、民間

の環境問題に関心のある団体、個人等の参加による勉強会 ACT（Amenity Creative Thinktank）

に参加していたことから、まほろばの活動目的に環境問題も取り入れた。 

⚫ 「まほろば」の活動の目的は、地域住民をはじめ広汎な市民各層に対して豊かで健全な市民生活

の発展をもたらす様々な事業を行い、人々の善意とボランティア精神をもって、行政、企業、市

民が協働しそれぞれの責任を果たす市民社会の実現と市民公益に寄与することとしている。 

⚫ 「まほろば」という名称は、中部経済連合会の講演会での奈良の薬師寺の住職の話がきっかけと

なっている。「まほろば」の国とは、空気や水が美しくて、自然環境が保たれている所、土壌が肥

えて、穀物や野菜が豊かに生産できる所、人間を高める、文化活動が盛んに行われている所、衣



13 

 

食住が充足し、家族や近隣の人が助け合い、円満に暮らしている所といった意味があり、法人の

目指すものと一致すると考え名称につけた。 

 

（主な活動） 

⚫ 「まほろば」の主な事業としては、まちづくりに関する調査研究や研修、文化科学の振興、生涯

教育の促進、環境及び地域安全対策、地域人材交流のネットワークづくり、経済の活性化、地域

情報の提供などである。 

⚫ 「まほろば」の設立のきっかけとなった西尾市歴史公園の管理を 2006(平成 18)年から 5 年間行

っている。 

⚫ 西尾歴史公園では、文化事業として 2009 年から能面展を継続的に行っている。 

 

⚫ 200６(平成 18)年以前から、西尾市内の放置されていた孟宗竹林を美しい里山竹林に再生するこ

とを目指して、一般市民から参加者を募りつつ、竹林の間伐（孟宗竹の切り倒し作業）と竹炭づ

くりを行う「西尾竹取り物語・放置孟宗竹林の美林化間伐作業」を行っていた。 

⚫ その後、市内の孟宗竹林を豊かな里山にすることを目指しながら、たけのこ狩りや孟宗竹の間伐

整備、竹炭焼きや竹細工といった活動を行う「ちくたん・ちくりん学習塾」を立ち上げ、市民に

参加を呼び掛けながら継続的にその活動を行ってきている 

⚫ 「ちくたん・ちくりん学習塾」は、トヨタ自動車の HP（トヨタグループボランティアネットワー

クシステム・スマイルゆうネット）に掲載され、トヨタグループ 7 社（㈱豊田自動織機、トヨタ

自動車㈱、㈱ジェイテクト、豊田通商㈱、アイシン精機㈱、㈱デンソー、豊田紡織㈱）の従業員

とその家族に向けて広く募集が行われている。 

⚫ 竹林の再生整備を行うことは、温室効果ガスの吸収に貢献するだけではなく、自然景観の保全、

観光の振興、竹炭づくり、高齢者のコミュニティづくり、さらには、トヨタグループにも貢献す

る活動として捉え、継続して実施してきている。 

⚫ 「ちくたん・ちくりん学習塾」の竹炭焼きや竹細工に使用する竹を入手するため、市内で竹林の

整備を希望する人を募って竹林の間伐をボランティアで行っていたが、人手不足等で対応できな

くなってきたことから、2009 年以降は愛知県の「あいち森と緑づくり事業」に応募し、県から補

助を受けながら継続してきた。 

⚫ こうした竹林の再生整備の取り組みに対して、平成 26 年に愛知県から「あいち森と緑づくり事業」

の感謝状が贈られている。 

⚫ 「ちくたん・ちくりん学習塾」は、後継者不足により 2 年くらい前に中止している。 

 

⚫ 2006（平成 18）年、国道 23 号（名豊道路）岡崎バイパス簡易パーキングエリア（道の駅にしお

岡ノ山）の建設にあたって、地域住民の要望を聞きながら進めることとなっていた。そうしたな
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かで、「まほろば」は、それまで行ってきた炭焼き活動の経験を活かしながら、造成工事に伴って

伐採され用材として利用されない雑木、竹、根株等について、建設系産業廃棄物として焼却等と

して処分するのではなく、現地にて炭化処理し土壌改良材として用地内の植栽用土にすき込むと

いう活用方法を国土交通省中部地方整備局名四国道事務所に提案を行った。 

⚫ この提案は、大量の温室効果ガス（排気ガス）を発生させる道路の建設に対して、伐採材を現地

で炭化処理し植栽用土として埋め込むことで炭素の固定化を可能とするものであり、地球温暖化

防止に貢献する取り組みとして採用された。 

⚫ パーキングエリアの造成工事の際に伐採材の炭焼きを行っていた場所は、現在「道の駅にしお岡

ノ山」となっている。 

 

⚫ 西尾市には非常に多くの寺社が多くあり、その山林が荒れていたことから、活動を停止ししてい

た「ちくたん・ちくりん学習塾」を受け継ぐかたちで、寺社の山林の整備を行う事業を「あいち

森と緑づくり事業」に応募、採用され、3 年間くらいかけて整備(「見影山穴弘法八十八ケ所巡

り」)を行った。この事業で整備された地域は、現在、樹木葬の山として利用されている。 

⚫ その後、西尾市内の見晴山の御堂の整備を「あいち森と緑づくり事業」に応募、採用され整備を

行っている。 

⚫ 現在は、観音像の寝姿になぞらえることのできる西尾市の美しい山並みを文化資源として捉え直

しながらその保全、整備を進めている。 

 

（主な成果） 

⚫ 西尾市内の竹林の再生・整備や寺社の山林の整備を行うことによって、自然環境の保全、地球温

暖化防止、自然景観の保全、観光の振興に寄与するとともに、環境税を地域の環境整備に活かす

ことができている。 

⚫ 「ちくたん・ちくりん学習塾」をはじめとする「まほろば」の活動を通して、人を育て、人のつ

ながりを育てることにつながっている。 

 

（今後の課題） 

⚫ 「まほろば」のメンバーの高齢化により、炭焼きをはじめとする活動の継続は難しくなってきて

いる。 

⚫ 「まほろば」のこれまでの活動によって形成された人とのつながりのなかで、「まほろば」と呼べ

るような地域づくりに向けた活動が継承されていくことを期待している。 

 

（目指すもの、行政等に望むこと） 

⚫ 法人の活動は、高齢化が進む中にあっても、3 割打者くらいの活動状況で長く維持できるようにし

ていきたい。 
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⚫ 環境分野の事業では、環境汚染の予防、生物多様性の保全、地球温暖化防止について取り組んで

いきたい。 

⚫ 地球温暖化防止活動の推進に向けては、国や自治体が方針をしっかり示してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         「まほろば」

の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

上：西尾市歴史公園（西尾市 HP より） 

右：能面展の開催案内 
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「ちくたん・ちくりん学習塾」の募集案内と活動の様子 
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                                 「ちくたん・ちくりん学習塾」は

トヨタグループボランティアネ

ットワークシステムのボランテ

ィア情報に掲載され、多くの人

の参加を得た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名豊道路岡崎バイパス簡易パーキング造成工事で 

発生する伐採材の処分についての提案書 
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「まほろば」で山林等の整備を行った 

見影山穴弘法八十八ヶ所巡りのリーフレット 


